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行った主な活動

小型車両系建設機械講習の受講
トラクターショベル(右写真上)で堆肥や

土を運んだり、ドラグショベル(右写真下)

で苗を植えるための穴を掘ったりする作業

の講習を受けた。

どちらも初めて乗る機械で最初は操作に

戸惑ったが、練習を重ねるごとに感覚を覚

え、スムーズに動かせるようになった。今

後もうまく使いこなせるようになっていき

たい。

剪定後の枝の処理の簡略化のために、先
に仮剪定を行い、その枝をチッパーで粉砕
処理をした。仮剪定は基本的に一定の長さ
で切り続けていけるが、樹冠を拡大するた
めに伸ばしたい枝も混じっているので、惰
性で切ってしまわないように気をつけた。
チッパーの操作は何度も経験があるが、

「故障防止のために使用前は毎回グリース
を注入する」ことを改めて教わり、非常に
勉強になった。

仮剪定と枝の粉砕

活動を行った感想など

冬は機械操作や力仕事が多くなり、さらに寒さで体を動
かすのも硬くなるので怪我をしないように注意する。

今後の目標など

長梢剪定が始まった。昨年教わったやり方を覚えている
か不安だったが、やり始めたらすぐ感覚を思い出し、昨年
より迷わずに切ることができている。今後はさらに判断を
正確に速くできるようになっていきたい


